
植栽管理委託 仕様書 

 

１ 委託名  千葉市動物保護指導センター 植栽等維持管理委託 

２ 場所   千葉市動物保護指導センター（千葉市稲毛区宮野木町４４５－１） 

３ 概要   緑地面積  ４７７．４㎡ 

４ 実施頻度  下表のとおりとし、年度当初に年間の実施計画を提出すること 

植栽等区分 頻 度  

高 木   3 年に 1 回（令和 4 年度実施予定） ３ｍ以上 

中 木   毎年 1 回 ２ｍ以上 

低 木   毎年 1 回 ２ｍ以下 

病害虫防除 病害虫発生時 適宜  

  剪定の程度等は植栽の場所や樹種にあわせた方法とする。 

除草作業は本契約には含まない。 

５ 病害虫への措置について 

  病害虫が認められた場合には、「千葉市の施設等における農薬・殺虫剤等薬剤の適正

使用に係る指針」（平成２１年９月）に従い、病害虫等の生息状況に関らず、一律に薬

剤を使用することは、原則として行わないこととし、防除が必要と判断された場合に

は、まず物理的防除等薬剤を使用しない防除方法を検討・実施するものとする。 

また、生息状況調査等の結果を記録及び保存すること。 

６ 薬剤の適正使用 

可能な限り薬剤によらない対応とし、やむを得ず薬剤を使用する場合は、次の方法に 

よるものとする。 

（１） 薬剤の使用方法 

ア 使用にあたっては、まず誘殺・塗布等の散布以外の方法を検討すること。 

イ 次の適切な薬剤を使用すること。 

（ア） 農薬は使用対象の植物及び防除対象の病害虫等に適用のある登録農薬とする。 

（イ） 殺虫剤（衛生害虫用に限る。）及び殺そ剤は、医薬品又は医薬部外品とする。 

ウ 使用方法及び使用上の注意事項を遵守すること。 

エ 散布区域及び使用する薬剤量を必要最小限に留めること。 

オ 農薬を混合して使用する場合は、危害等が発生しないように注意すること。 

カ やむを得ず薬剤を散布する場合には、薬剤の飛散防止に最大限配慮し、日時時間 

等については、センター職員と密に打ち合わせること 

キ 生息状況調査等の結果及び薬剤の使用状況を、記録及び保存すること。 

７ 伐採後の処理 

  剪定枝等のうち、再資源化できるものについては、民間再資源化施設へ搬入するこ 

と。またその処理費用を含むこと。 

８ 見積の算出は植栽区分ごと算出し、その処理費用も植栽区分ごとに明記すること。 

９ 支払は業務完了後支払い。ただし支払い回数、時期については相談の上決定とし、複

数回支払いの場合は業務一部完了届をもって支払う。 


